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２０２５ 年 度 事 業 報 告 書 
 

特定非営利活動法人 WE21 ジャパンこうほく 
 
１ 事業の成果 
 
サーキュラーエコノミーを実践する両店の来店者数および収益の安定は、活動が地域の方々に支持されているこ

とを表していると考えます。支援地からの活動報告会も複数回開くことができ、多くの参加者を得ました。 
組織の参加型運営は継続して進展し、ボランティアによる工夫が両店運営の大きな支えとなってきています。会

員数も増え、組織としての基礎体力がより向上しました。 
SNS の活用により情報発信力が増しました。地域で開催されるイベントにも積極的に参加しました。 
 
 
２ 事業内容（特定非営利活動に係る事業） 
 
Ⅰ．資源のリユース・リサイクルを推進する事業 
 
 １）ショップ事業  
 （１）大倉山店 
   ・内   容 リユース・チャリティショップ運営 
   ・日   時 通年 営業日数 281 日 
   ・場   所 横浜市港北区大豆戸町６０−１ 
   ・従事者人員 ショップマネージャー 2 人 

ボランティアスタッフと理事 33 人(延べ 976 人) 
   ・受益対象者 市民 主に港北区南部・鶴見区   
   ・寄付件数    2,188 件 
   ・事業高   7,401,069 円（フェアトレード品売り上げ 285,880 円含） 
   ・支出額   7,006,278 円（フェアレード品仕入れ 215,786 円含） 
 （２）日吉店 
   ・内   容 リユース・チャリティショップ運営 
   ・日   時 通年 営業日数 283 日 
   ・場   所 横浜市港北区日吉２−１２−７ 
   ・従事者人員 ショップマネージャー2 人 

ボランティアスタッフと理事 33 人(延べ 1,253 人) 
   ・受益対象者 市民 主に港北区北部・川崎市  
   ・寄付件数    1,932 件 
   ・事業高   7,655,266 円（フェアトレード品売り上げ 242,090 円含） 
   ・支出額   7,230,292 円（フェアレード品仕入れ 245,225 円含） 
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 ２）環境活動 
お買物でのエコバッグ利用が定着しました。大きな品は寄付の紙袋を利用しています。  
羽毛製品の回収は、羽毛の再生循環リサイクルを目指すグリーンダウンプロジェクトの主旨に賛同し進め

ました。羽毛布団だけでなく寄付品のダウンコートなどの衣類も販売に適さない品を回収に加えました。 
販売に適さない、また販売できなかった衣類の一部を引き続きリメイク活動で生かしました。 
資源の有効利用はガラス・陶器のリサイクルを毎月回収に出して廃棄せずに役立てられました。 

 
 ３）リメイク活動 

ボランティアで構成される 3つのリメイクチームと連携して、販売できなかった寄付品等を利用したリメ

イク活動を行いました。大倉山店近くの会場や日吉店内でリメイク教室を開催しました。11月の「菊名ご

近所文化祭」と 2月のWE21 ジャパン主催の「着物・リメイクフェア」に参加しリメイク品販売とWE21
ジャパンこうほくの活動アピールができました。 

 
 ４）広報活動 
 （１）会報 
   会報 138号を 7月に、139号を 12月に発行し会員以外にも両店で配布しました。138号は支援先活動報

告を、139号では市民協力先の活動報告会などについて報じました。 
 （２）活動だより 
   会員に向けて活動だよりNo.11 を 3月に発行し、情報の共有を行いました。総会のお知らせ、ご寄付の御

礼についてお知らせしました。研修活動、夜回り報告、平和冊子の紹介について載せました。 
 （３）ホームページの運営 
   両店の営業案内、両店を拠点として開催した支援活動報告会やキャンペーン・セールの案内、緊急に行っ

た活動の報告を掲載しました。 
 （４）インスタグラムの運営 
   ・大倉山店：ボランティアの協力で更新を継続できました。作業者不足時はAI を活用しました。アクセス

解析機能で様々な年齢層、業種からの関心が高まっていることが解かりました。 
投稿数 176  フォロワー数 471（前年より 104 増） 

   ・日吉店：ボランティアの協力による月 3-4 回の定期的掲載が問い合わせや来店に繋がってきています。

若年層や男性客も増加しました。 
投稿数 137  フォロワー数 497（前年より 83 増） 

 （５）掲示物 
   両店内では民際協力活動の報告、店外では立看板を含め広報・通知や募集の案内をしました。 
 
 
 
 
 
 

 大倉山店(前年比) 日吉店（前年比） 備考 
ファイバー（衣類・バッグ） 
リサイクル 

392 袋（90％） 
 

214 袋（104％） 販売できなかった衣類は衣類・

反毛・糸に生かされました  
ガラス・陶器のリサイクル ガラス 9箱・陶器 

13箱（105％） 
陶器 22箱
（100.0％） 

毎月１回の回収で再生ガラスや

道路基材に再利用されました  

羽毛布団のリサイクル 
羽毛布団（ダウン

コート含）21 袋

（350％） 

羽毛布団（ダウン

コート含）16 袋

（267％） 

再生羽毛として利用されまし

た。 

可燃物・不燃物の廃棄費用 76,560 円(112％) 42,207 円(99％) 寄付品を最後まで生かす工夫が

廃棄量減につながりました。 
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Ⅱ．アジア等における市民、とりわけ女性の生活の向上と自立のための活動を支援する事業（民際協力事業） 
   収益からの支援額については、支援先団体からの切実な情報を受け、理事会で支援検討会を開催し、決定

しました。 
     2025 年度総支援額 1,014,516 円 
 

 １）海外支援 合計 609,238 円（収益より 300,000 円、募金・寄付 309,238 円） 
 （１）有機農業の発展を通じたゆたかで幸福なコミュニティの構築 
   ・実施団体 緑の芽有機農園学校 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人  々
    カンボジア カンダール、タケオ、カンポット、コンポンスプーン、コンポンチャム、コンポントム州

の約 500農家 
   ・支援額 150,000 円 
   ・プロジェクトの概要 

有機農家・小売業者・消費者を繋ぎ、小規模農家の生活を向上させるプロジェクトです。2025 年度は、

土壌の健全性・作物の健全性・人々の健康を重視し、生態学的農業を促進するためのコミューン農業担

当官(CAO)の能力強化に重点を置き、これが技術伝播に効果的アプローチであることを実証しました。 
（２）チョコ募金キャンペーンを通じたイラク・シリア・福島支援 

・実施団体 NPO法人 JIM-NET（日本イラク医療支援ネットワーク） 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々  
    イラクにおける小児がんの子どもたち、シリア難民・イラク国内避難民、福島の子どもたち 
   ・支援額 296,874 円（チョコ募金 275,000 円、店頭募金 21,874 円） 
   ・プロジェクトの概要  
    2025 年度も、下記活動が実施されました。 

①小児がん支援 イラクの 4 つの病院への医薬品・医療機材支援、貧困患者への薬代と交通費の支援、

小児がん総合支援施設(JIM-NETハウス)運営による患者家族への宿泊場所の提供・悩み相談、学習サポ

ート、学校でのがん啓発活動 
②シリア難民支援 難民キャンプへの医薬品支援及び妊産婦支援・シリア地震被災者支援 
③福島支援 放射能から子どもたちを守る活動の支援 

 （３）ミャンマー地雷犠牲者への義足支援 
   ・実施団体 NPO法人地雷廃絶日本キャンペーン（Japan Campaign to Ban Landmines） 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々  

ミャンマー、カヤ州およびシャン州の地雷犠牲者 
   ・支援額 162,364 円（収益より 150,000 円、店頭募金 12,364 円）  

・プロジェクトの概要 
カヤ州とシャン州の地雷犠牲者・国内避難民への巡回医療と生活支援、その活動に当たる DKK(現地

NGO・Dove KK)医療スタッフの経費・必要物資購入費用への支援を行いました。 
JCBL は DKK とともに 2022 年から国内避難民の生活支援と地雷犠牲者の社会復帰支援を継続してい

ます。昨年度から地雷の危険回避教育にも取り組みポスターの多言語化を目指しました。 
  
 ２）国内支援 合計 405,278 円（収益より 336,130 円、募金・寄付 69,148 円） 
 （１）寿町等生活困窮者自立支援 
   ・実施団体 寿炊き出しの会 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々   

寿町と市内近隣居住者・路上生活者、並びに川崎市桜本近郊の路上生活者 
   ・支援額 36,034 円（収益より 30,000 円、店頭募金 6,034 円）  
   ・プロジェクトの概要 

横浜市中区寿町地域並びに近隣の生活困窮者の人々（障がい者、高齢者、生活保護費受給者、路上生活
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者等を対象に「寿地区センター」「寿炊き出しの会」等地域の支援団体が連携し合って炊き出し・バザー

開催、訪問活動、夜間パトロール、医療・法律・生活・労働の相談活動を行っています。特別給付金受

領や生活保護申請手続きへのサポートも行われました。 
 （２）関内周辺路上生活者支援 
   ・実施団体 関内周辺夜回りの会 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々 横浜市中区関内周辺の路上生活者 
   ・支援額 90,520 円（収益より 80,000 円、店頭募金 10,520 円） 
   ・プロジェクトの概要 
    酷暑による体調不良者への支援、生活保護受給への支援、栄養バランスを考慮した食品支援、薬剤支援

などを継続して行っています。 
 （３）放射能測定と医療活動支援 
   ・実施団体 認定NPO法人 いわき放射能市民測定室 たらちね 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々  いわき市及び原発事故被災地住民 
   ・支援額 62,997 円（収益より 50,000 円、店頭募金 12,997 円）  
   ・プロジェクトの概要 
    福島第一原子力発電所の事故の 8 ヶ月後に設立された「たらちね」は、放射能測定、クリニック運営、

出張甲状腺検診プロジェクト、転地保養プロジェクトや心のケアの他、処理水放出の影響を調べるため

の定点海洋調査や内部被曝軽減のための尿中セシウム測定などを継続しています。 
 （４）子どもの生活支援 

・実施団体 特定非営利活動法人子どもセンターてんぽ 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々 家庭内に居場所を持つことが困難な家庭の子ども達 

・支援額 40,375円（収益より 26,130 円、店頭募金 14,245 円） 
・プロジェクトの概要 
てんぽは、居場所のない 10代後半の子どもの電話相談事業、シェルター事業、自立援助ホーム事業（み

ずきの家）の３事業を運営し、緊急避難先や共同生活の場を確保し、子ども自身の選択による自立を支

援しています。2020 年度より法人会員となり、2025 年度も法人会員の立場を継続しました。 
 （５）核兵器廃絶を進める活動支援 
   ・実施団体 実施団体：一般社団法人 かたわら 
   ・プロジェクトの対象となる地域及び人々  日本、日本人 
   ・支援額 65,186 円（収益より 50,000 円、店頭募金 15,186 円） 
   ・プロジェクトの概要 

平和をつくる人を育てることを目指して活動する若者の団体で、設立時から活動を応援してきました。

2025度は、生活クラブ第 33 回キララ賞、第 1 回 国際ユース岩佐賞を受賞するなど、その活動が認知

されてきました。対話型平和教育と政策提言を両輪に、誰もが平和の担い手になる社会を目指していま

す。 
 （６）福島原発かながわ訴訟支援 
   ・実施団体 福島原発かながわ訴訟を支援する会 

・プロジェクトの対象となる地域及び人々 神奈川県内に避難している東日本大震災被災者 
   ・支援額 20,000 円 
   ・プロジェクトの概要 
    こうほくは、上記法人が協賛している「3.10東日本大震災かながわ追悼の夕べ」に協賛・参加してきて

おり、神奈川県内に避難している「福島原発かながわ訴訟原告団」が 2013 年に起こした集団訴訟にも

着目していました。上記団体の法人会員にもなって、活動を支援しています。 
 （７）粉ミルク配布支援 
   ・実施団体 一般社団法人 共育ステーションつむぎ 

・プロジェクトの対象となる地域及び人々 沖縄県内の乳幼児をもつ生活貧困世帯 
   ・支援額 80,166 円（収益より 70,000 円、店頭募金 10,166 円） 
   ・プロジェクトの概要 

沖縄で、赤ちゃんの生まれた生活貧困世帯にベビーミルクを配布する活動です。行政や社会福祉協議会、

関係団体と連携を取り、沖縄のどこに生まれてもベビーミルク支援が受けられる体制を整え、活動して
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います。配布地域、配布缶数も増えてきています。 
 （８）若年妊産婦支援 
   ・実施団体 一般社団法人 ある 

・プロジェクトの対象となる地域及び人々 沖縄県内の若年妊産婦 
   ・支援額 10,000 円 
   ・プロジェクトの概要 

沖縄で、10代の妊産婦のための子育て・自立支援をしています。妊娠出産時だけでなく、ばあば保育園、

若い母親同士の交流支援など、活動が広がる中、こうほくは金曜の夜開かれる食事会を支援しています。 
 
 ３）フェアトレード品・震災復興支援品の販売による支援   
   しょうがパウダー、コーヒー、の 2 品目を取扱い、生産者グループの生計向上に寄与しました。 
   また、宮城県気仙沼の海産物を取り扱い、震災復興支援の一部としました。 
   年間仕入額 計 472,703 円 
   ・森育ちのしょうがパウダー  
    生産者：フィリピン・ベンゲット州住民組織ウバパス・ダイヨコン・ランパダ 
    仕入額  120,330 円（昨年比 117％） 
   ・シサムコーヒー   

生産者：フィリピン・CGN（コーディリエラ・グリーン・ネットワーク） 
    仕入額  114,564 円（昨年比 82％） 
   「3.11 を忘れないキャンペーン」で震災被災地の海産物・特産物を仕入れました。 
   ・海産物、特産物 

生産者：宮城県気仙沼市ムラカミ、岩手県陸前高田市作業所きらり 
    仕入額  237,809 円（昨年比 2272％） 
 
 ４）キャンペーン 
 （１）平和を考えるキャンペーン   期間：8月 1 日〜8月 31 日 
    核兵器廃絶をめざして活動する若者の団体「かたわら」代表の髙橋悠太さんから活動報告を聞き、その

活動について店頭で案内しました。両店の売上と店頭募金を寄付しました。またWE21 ジャパンほどが

や企画の「SILENT FAALOUT」自主上映会をPR し、上映会にも参加しました。 
 （２）貧困なくそうキャンペーン   期間：10月 1 日～10月 30 日 
    那覇市の生活困窮世帯母子支援「つむぎ」の粉ミルク支給支援の活動を店内掲示で伝えました。貧困の

実情や社会格差について来店者に伝えることができました。両店の売上と店頭募金を上記団体に寄付し

ました。 
 （３）チョコ募金キャンペーン    期間：12月 1 日～2月 8 日 
    JIM-NET のイラク小児がん支援に賛同して、地域の皆さまに協力いただき、チョコ募金で病院や病気

の子どもたちに医薬品を届ける活動に参加しました。期間中に「JIM-NET 活動報告会」を開き、長谷

部隆俊さんに活動の現状をお話しいただきました。チョコ缶の絵を描いてくれた子どもたち(病気治療
中や回復した)を紹介するパネルを大きく掲示して、チョコ募金をより身近に関心と共感を持ってもら

えるように、またスタッフやボランティアスタッフが声掛けして話題を共有しました。 
 （４）「３.１１を忘れない」キャンペーン   期間：3月 1 日〜28 日 

東日本大震災・福島第一原発事故から 15 年、被災と被害を忘れず心に刻む機会としました。継続支援

している「いわき放射能市民測定室～たらちね～」、「3.10東日本大震災かながわ追悼の夕べ」、「福島原

発かながわ訴訟を支援する会～ふくかな～」の活動を紹介しました。気仙沼の海産物、陸前高田の福祉

作業所の品を復興支援品として販売しました。 
 
 ５）民際協力事業地訪問 
 （１）沖縄「つむぎ」「ある」を訪問し、現状を聞いています。また、一般社団法人「ある」の棚原さん・菊

谷さんが 2月 14 日に日吉店を訪問されました。 
（２）関内周辺夜回りの会のパトロールに参加しました。 
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（３）寿地区センターのバザーに参加しました。 
 
 ６）学習会・報告会の開催 

WE21 ジャパンこうほく主催・タイトル 参加者 
5/22  総会企画 子どもセンターてんぽ活動報告会    シェルター担当理事鈴木栄子さん 20 名 
9/3  かたわら報告会「核兵器廃絶をめざして」 かたわら代表 高橋悠太さん 20 名 
12/2  JIM-NET 活動報告会  事務局長 長谷部貴俊さん 18 名 
1/8  学習会「平和講座」  山中悦子さん  14 名 

 

 
 
Ⅲ．組織活動 
 
 １）組織運営 
 （１）会員  期首 71名 期末 77名（入会 9名、退会 3名） 目標 80名 
 （２）理事会の開催 
    月 1 回の理事会を開催し（臨時含め計 14 回）、総会で決議された法人年間事業を推進しました。 
 （３）ボランティア体制 

ボランティア数 66名 大倉山店 33名（新規 2名）、日吉店 33名（新規 1名） 
両店とも、ボランティアの力が十分に発揮され、活動領域が広がりました。また、ボランティアミーテ

ィングを通じ、ショップの活動について情報共有と意見交換ができました。 
（４）事務局体制 

事務局長 1名 マネージャー大倉山店 2名、日吉店 2名 
事務局会議を 6月に開催しました。 

 （５）その他 
・ワーカーズコレクティブ協会からの依頼により、就労準備実習生を日吉店で受け入れてサポートしました。

（11月～3月計 26 回） 
・認定NPO法人として、より高い公益性を追求し、情報公開・適正な運営に努めました。 
・活動に賛同し、以下の団体の会員となっています。 
認定 NPO法人 WE21 ジャパン、NPO法人 JIM-NET、認定 NPO法人いわき放射能市民測定室たらち

ね、認定NPO法人子どもセンターてんぽ、NPO法人ピース・デポ、社会福祉法人横浜市港北区社会福祉

協議会、港北区災害ボランティア連絡会、福島原発かながわ訴訟を支援する会 
・認定NPO法人として積極的に寄付金を募ることを掲げ、2名の方と 4団体から 68,000 円の寄付をいただ

きました。 
 

 ２）WE21 ジャパングループおよび地域との連携 
  ・WE21 ジャパングループのメンバーとして連携し活動しました。（グループ会議やイベント参加など） 

他団体主催 参加者 
8/10  映画上映会「SILENT FALLOUT」    主催：WE21 ジャパンほどがや 18 名 
5/31  てんぽ総会・講演会  『街をだだよう子どもたち～トー横問題から考える～』 1 名 
6/24  慶南自活交流センターとの交流会 オンライン 5 名 
7/23  JCBL ミャンマー報告会 オンライン 3 名 
10/24  WE 講座「ゆらぐ日本の平和」戦争をしない国から戦争ができる国へ 講師：谷山博史さん 4 名 
10/26  ふくかな 上映会 「生きて生きて生きろ」 ふくかな総会企画 3 名 
12/13  「であい～明日へつなぐふるさとの物語」藤井ようことフクシマ応援隊 2 名 
1/13  サーキュラーエコノミーと WE の価値  加藤佑さん（WE21 ジャパン監事） 8 名 
3/10  東日本大震災かながわ追悼の夕べ参加 1 名 
3/17  JCBL ミャンマー支援活動報告会 オンライン 2 名 
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  ・地域イベント 5月 18 日「らくらく市」、9月 28 日師岡町「福祉まつりわぁいわぁい広場」、11月 9 日「SDGs
キッズとベビーのフリーマーケット」、11月 29 日〜12月 7 日「菊名ご近所文化祭」に参加しました。 

  ・地域団体にチョコ募金を呼びかけ、3団体の協力を得ることができました。 
（こどもの本のみせともだち、福祉クラブきらり港北、社会福祉法人かれん、） 

・港北区災害ボランティア連絡会のメンバーとして活動しました。 
・大倉山ドキュメンタリー映画祭に参加しました。 

 
 ３）その他 
  ・平和な社会づくりについて考えました。WE21 ジャパン平和政策チームで作成したテキスト「ゆらぐ日本

の平和」をもとに講座を開きました(1/8)。NPO法人国際協力 NGOセンター（JANIC）が 6月 20 日に

発動した声明「イスラエル・イランは攻撃の即時停止を！G7 は平和構築と紛争予防に最大限の努力を！」

の賛同団体となりました(7/2)。WE21 ジャパンが 1月 15 日に発出した「アメリカのベネズエラ軍事攻撃

への反対のメッセージ」の賛同団体となりました(3/17)。日本国際ボランティアセンター（JVC）が 3/18
発出した「イラン攻撃の即時停止に向けた外交努力を求める要請」声明の賛同団体となりました(3/24)。 

・危機管理と防災の取り組みとして、WE ショップスタッフ登録者全員を区社協のボランティア活動保険に

加入登録し事故や災害に備えました。大倉山店では消防署の指導により設備点検が行われました。 


